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 「人生は選択の連続である」ウィリアム・

シェイクスピアの言葉です。今、皆さんの目

の前にいる児童生徒が向かう未来は、価値観

が多様化し、社会構造が大きく変化していく

中で、主体的に自己の在り方を「選択」して

いくことが必要となる世界です。時として今

までの当たり前が存在せず、前例もありませ

ん。そのような中で、人生の選択をしていく

のです。この選択の場面において、児童生徒

一人ひとりが「オンリーワンの羅針盤」をも

ってほしいと願っています。  

 私は、学校教育における羅針盤の作り方は、

大きく２通りあると考えています。１つめは、

授業です。現行の学習指導要領は、周知のと

おり、各教科等の資質・能力が明確に示され

ており、全ての教科が３つの観点で整理され

ています。これらは、各教科等の資質・能力

の確実な定着をめざすことのみならず、複合

的に関連し、実社会において課題を解決する

ために「活用」することをめざしているから

です。特別活動や総合的な学習の時間等にお

いて児童生徒が資質・能力を複合的に関連さ

せながら、課題解決のプロセスを体験するこ

とは、羅針盤の針を定める経験値として欠か

すことはできません。２つめは、キャリア教

育です。「キャリア・パスポート」を活用し、

児童生徒は定期的に自分自身との対話を重ね

ていきます。そこには、保護者や先生、そし

て友達からの励ましの言葉等が記されていて、

自分自身を肯定的、かつ客観的に見つめるこ

とができます。この経験を重ねていくことで、

自分自身の個性を理解します。羅針盤の針が

示す「自己実現」という目的地に向かうため 

 

 

 

 

 

 

 

には、不可欠です。  

 さて、前段が長くなってしまいましたが、

ここからが本題です。読者の皆様も日々感じ

ていらっしゃることと思いますが、教育界に

おいても、大きな変革の波が押し寄せていま

す。前例もなく、唯一解が存在しないことも

しばしばあります。価値観が多様化する中で、

松尾芭蕉の言う「不易」を軸に置きつつ、今

後も最適解と信じるものを選択していく必要

があります。中央教育審議会答申(令和４年

12 月)の中では、「個別最適な学び、協働的な

学びの充実を通じて、『主体的・対話的で深い

学び』を実現することは、児童生徒の学びの

みならず、教師の学びにも求められる命題で

ある」としています。世の中が急激に変化す

る時代だからこそ、我々教育に携わる大人も

児童生徒とともに学び、自身の羅針盤を更新

していく重要性が増しているのです。 

 私ども教育センターは、この理念のもと、

本市の教育を推進されている教職員一人ひと

りの皆様を、全力で下支えしたいと考えてい

ます。その具体的な取組として、「研修履歴シ

ステム『My アール』」「『指導と評価の一体化』

を図るためのチェックシート」「サテライト式

オンデマンド研修」等について、「特集２」で

後述していますが、簡潔に申し上げますと、

各種研修は「授業」であり、My アールは「キ

ャリア・パスポート」です。私たちは「環境

を整えただけ」です。実際に運用し、これら

の取組に教育の情熱を注ぎこむのは、紛れも

なく教職員の皆様一人ひとりです。  

 今後も、教育センターは皆様の羅針盤の更

新作業を誠心誠意、下支えしてまいります。 

相模原市教育委員会 

教育センター 

所長  奥津 光郎 

「新たな教師の学びの姿」

の実現に向けて 
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平成 23 年の東日本大震災は、学校教育の見

方・考え方を大きく変え、学校の在り方を考え直

す「学校観の転換」が迫られた大きな出来事とな

りました。 

さらにその後、未曽

有のパンデミックとなっ

たコロナ禍や、地球的

規模の気候変動によ

る大きな自然環境・社

会環境の変容は、学校

のみならず子どもたちの学びや教育環境そのもの

を変える「教育観の転換」をも迫られるものとなり

ました。 

そのような中で、令和２年には改訂学習指導要

領が小学校で全面実施され、さらに令和３年に

中教審の「令和の日本型学校教育」の構築によ

る子どもたちの「授業観・学習観の転換」が答申

されるとともに、令和５年にはそれを担う教職員の

研修の在り方「研修観の転換」が答申されました。  

「観」がたくさん出てきますが、調べてみますと、 

ここで言う様々な「○○観」の「観」という言葉は、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ただそのことを知っているだけではなく、自らの体

験・経験によって得られる、各個人の主観的な「も

のの見方・考え方」のことを表しているそうです。 

つまり、これからの「研修観」とは、どこかの誰

かが言っていることではなく、一人ひとりの教職員

が人生の中での体験・経験によって得られる、自

分が主語の主体的な「ものの見方・考え方」であ

ることが見えてきます。 

そして今話題となっている「研修観の転換」と

は、教職員の皆さんが他人事ではなく自分事とし

て、自らの学びについて自覚することから始まるの

ではないかと私は思っています。 
 

 

 

 

 
 

文部科学省では、

「学習指導要領に書

かれていることは児

童・生徒だけではなく、

教職員にも求められ

ていること」と言っています。 

そこで独立行政法人教職員支援機構（以後

NITS）では、中教審「令和の日本型学校教育」

特集１ 教師に求められる「研修観の転換」とは？  

予測困難な時代において、自分らしく未来を切り

拓く子どもたちを育成するためには、子どもの学び

同様に、教師も自身の学びを振り返り、主体的に学

び、教師としての専門性を高めていくことが求めら

れています。 

そこで、今回は、「研修観の転換」について、長

年、本市教職員、教育委員会指導主事、学校管理職

としてご尽力され、今もなお本市の教育活動に携わ

っていただいている横浜国立大学の  木原 裕二 連

携教授より、御寄稿いただきました。  

１ これからの「研修観」は 

2 なぜ今「研修観の転換」か 

横浜国立大学  教職大学院  
教育学研究科高度教職実践専攻  

 連携教授  木原  裕二  氏   

          

           

２ 



を担う教師の在り方特別部会の提言を受け、教

職員の学びの姿も、子どもの学びの相似形であ

るとして、子どもたちの学び（授業観・学習観）と

ともに教師自身の学び（研修観）を転換し、個別

最適な学び、協働的な学びの充実を通じた「主

体的・対話的で深い学び」を実現する「新たな教

職員の学びの姿」を求めてきています。 

つまり、教えることだけが仕事ではなく、教職員

の学びの姿そのものが、子どもたちのロールモデ

ルとなっていくことこそが「令和の日本型学校教

育」実現の要となっているということです。 

しかし、同じ学ぶという行為に大人と子どもの

違いはなく、学習者と

しては全く同じなので

すが、今の子どもたち

に求められている学び

の姿を実現する教育

を、今のほとんどの教職員は子ども時代に経験を

していません。 

ですから、教職員自身は「子どもたちと協働的

に築き上げる新たな学びの姿」という視点で捉え、

この変革を前向きに受け止める柔軟性をもって、

自らが自らの探究的な学びをデザインできるよう

になること、そのような「研修観の転換」が今求め

られているのではないかと私は考えています。 
 

中教審等の詳しい内容は、NITS のＨＰで動画

が配信されています。また、全国の教育委員会や

大学・教職大学院等では、これを機に連携をさら

に強化して、人材育成の好循環をめざして積極

的な取組を始めています。様々な情報が発信され

ていますので、ぜひご覧になってください。 
 

 

 

 

 
 

それではまず、つたない経験ではありますが

「私の学びの姿を変えたこと」を紹介させていた

だくことを通して、私の「新たな教職員の学びの

姿」についての考えを述べさせていただきます。 

「研修観の転換」それは、私が現役の教員で

あった時には全く話題にもならなかったことです。

しかし、当時の私自身の中にも、似たような意識

はあったのかもしれません。 

私は様々な研修会や研究発表会に参加してい

く中で、その内容に感動を覚えたり関心をもったり

したことが数多くありました。しかし、その時にはそ

う感じてはいても、研修報告書を書いたり、口頭で

報告をしたりすると、そこで事務的・形式的に終わ

らせてしまい、その学びの感動や関心を後で何か

に役立てたい、と思っていたことさえも忘れてしまっ

ていました。 

私はこのような繰り返しの中で、 

「 研修などの学びには賞味期限がある 」  

と感じるようになりました。 

そして、様々学んだことから得た感動や関心を

新鮮なうちに、そのまま放置しておかないで、自分

なりの仕事（下ごしらえ）を施して、時が経っても

役立つ価値のある形に残しておかなければと考え

るようになりました。 

つまり、研修などで得た新鮮な学びを 

「 冷めても美味しい学び 」  

として残しておくことです。 

しかし、どのような下ごしらえをして残しておくこ

とが必要なのかと考えましたが、その時の私には

すぐに思いつくことはできませんでした。 
 

その後、初めて学年主任を任され「とにかく学

ばなければ」という焦りの中で、いろいろ見聞きし

たことをメモすることを始めました。研修会や研究

会だけではなく本やテレビで知ったことなど、心が

ときめいた言葉や考え方をせっせとメモし始めまし

た。 

ところが、メモをすることはとても楽しく、また、量

的に充実していくメモ帳の様子に満足していくこと

が優先されてしまい、「学びの賞味期限」や「冷

めても美味しい学びの下ごしらえ」への思いも、冷

えて消費期限切れの状態となってしまいました。 
 

それから数年が経ち、教員経験を十分に積ん

だと思い込んでいた頃、ある言葉に出会いました。 

３ 今求められる「教職員の学びの姿」は 

３ 



「書くことにより自らの考えを俯瞰して、 

第三者として客観的に評価する」 

「平成２８年７月小学校時報巻頭 大阪府教委 向井教育長（当時）より」 
 

という言葉です。 

この時に、「学びの賞味期限」「冷めても美味

しい学びの下ごしらえ」問題へのヒントが突然見

えてきました。 
 

「学びをメモとして書き記すのは自分であり、  

そのメモを第三者として読むのも自分であり  

客観視して評価できるのも自分である。」  
 

「自分との対話」  メタ認知です。 

この「自分との対話」は、その後私の「学び続

ける姿勢」を支えていくものとなり、今でいう私の

「研修観の転換」となったのではないかと思って

います。 

その時から、私の「メモ観の転換」が始まりまし

た。メモしたものは定

期的に見直し、その時

に気付いたことを追

記し、また次回見直し

た時にも何度も追記・

修正していくようになりました。このような「自分と

の対話」は、第三者として自分の気付きや発想と

向き合うこととなり、自らを俯瞰できるようになった

と感じています。 

私が長い間放置し、寝かし続けてきたメモづく

りは、このように「自分

との対話」を繰り返す

ことによって、自らの

考えを俯瞰していきな

がら内容を精選・洗

練させ、簡潔・端的な文章表記をめざして記述す

るようになりました。 

そして、時が経っても役立つ学びのメモづくりは、

研修・研究会や日々の様々な学びを、賞味期限

内の新鮮なままに下ごしらえを施して、冷めても美

味しい学びとなって、「私の学びのスタイル（姿）」

として定着していきました。 

 

ここまで、「自分との対話」から「メモ観の転換」

を通した「私の学びの姿を変えたこと」について

述べてきましたが、この時さらに主体的に自分自

身を捉えられるようになったことが、 
 

「 自分ほど便利で優しい情報源はない 」  
 

という私自身の「気付き」です。   

「自分との対話」によって下ごしらえが施された

私のメモは、簡潔・簡便な「学びのインデックス」と

して加工され、私の大切な情報源として多くの場

面で役立ってくれました。 （本稿でも活用しています）  

授業や研修・研究会のプレゼンで使ったり、お便

りに使ったり、挨拶で使ったり、教師には表現・発

信の機会が数多くあります。 

情報源といえば、最近では生成ＡＩによる検索

ツールのめざましい

進化もありますが、ま

ずは自らを自らの情

報源として、より高機

能にしていくために教

師としての資質・能力を高めていこうとすること、そ

のような意識がこれからの「研修観の転換」に求

められ、「新たな教職員の学びの姿」となっていく

と、私は考えています。 
 

「思考の整理学」の著者、外山滋比古氏は、 
 

別々に存在している知識と経験に、 

創造的な思考を加えることで、 

新たな価値を生み出す。 
外山滋比古 『考えるレッスン』（第２章 触媒思考）より 

 

と言っています。 
 

新たに得た知識の種を放置せずに、創造的な

思考力を用いて自らの経験の種と結び付け、新

たな価値（学び）を生み

出す。私はこのように読み

取り、教職員の「研修観の

転換」に関わる貴重な指

針として位置付けていま

す。 
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それでは、教育委員会にはどのような役割が求

められるのでしょうか。 
 

先ほど、教職員がもつべき視点として「子ども

たちと協働的に築き上げる新たな学びの姿」につ

いて述べましたが、教職員と教育委員会との関わ

りにおいても、その視点は同じです。 

子どもたちの教育に携わる双方が、「研修観の

転換」について互いに共通認識・共通理解すべき

ことであり、「大人の学びの姿」として協働して取

り組まなければならないことだと、私は思います。 
 

「伝える」は未来形、「伝わる」は現在進行形、

「伝わった」は過去形と言われます。 

研修を企画する上で、何を伝えるか（内容）に

多くの時間をかけ過ぎると、どう伝わるか（方法）、

どう伝わったか（結果）への対応が疎かになって

しまいます。「伝える」の主体は研修提供者です

が、「伝わる」「伝わった」の主体は研修参加者

です。 

教職員自身が主体となる学びに転換していく

ためには、どのような学びの結果を残すために、ど

のような方法・形態で研修を実施していくのかに

ついて、「伝わる」「伝わった」の主体となる教職

員との協働的でより具体的な連携をしていくこと

が重要になってきます。 
 

 

 

 

 
 

米国のコラムニスト、シドニー・J・ハリス氏は、コ

ンピュータ社会への警鐘として、 
 

「本当に心配なことは、 

コンピュータが人間と同じように 

考え始めることではなく、 

人間がコンピュータと同じように 

考え始めることである。」  
 

と述べています。

本当に心配なのは、人間そのものなのです。 

コンピュータの技術革新の方向性を危惧する

だけではなく、人間が人間らしく主体性をもって生

きていく社会を願った上での警鐘なのではないか

と、私は思います。 

確かに「AI との対話」も必須となってきている

時代ですが、その根底には人間自身の「自分との

対話」があるのです。人

間が成長していくという

ことは、単に新しいスキル

や知識を取り入れて蓄

積する直接的・加算的

なものにとどまることでは

なく、自らの体験や経験を生かして探究的・主体

的に学び続けていくことの尊さであることを、我々

に示唆しているのではないでしょうか。 

今まさに、この警鐘への重要な役割を担ってい

るのが教育であり、その第一歩として期待される

ことが「研修観の転換」による主体的に学ぶ教職

員の姿であり、それはつまり教職員自らの「教職

員観の転換」が求められているのだと、私は思い

ます。 
 

最後になりますが、 

「 若い政令指定都市  

『相模原市』ならではの教育の創造を 」 

期待しています。 

他市にはできない若い政令指定都市相模原

にできる教育とは何でしょうか。 

  政令指定都市としての歴史や規模など、他市

の現状や特徴に目を向けるのではなく、未来を築

く若い政令指定都市だからこそできる、柔軟で創

造的な教育改革は、主体的に学ぼうとする相模

原の教職員の力で叶えられるものとして期待をし

ています。 

それは相模原市の教職員の皆さんが、自分自

身が主語となる主体的な「研修観の転換」を見

付けることから始まるのかもしれません。 
 

子どもたちの道を拓く教育を！ 

子どもたちが道を拓く教育を！ 

子どもたちの教育に携わる皆さんで 

4 相模原市の教職員の皆様へ 
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教育センターでは、「相模原市  教員のキャリア

ステージにおける人材育成指標」「相模原市  学

校事務職員のキャリアステージにおける人材育成

指標」（以下、「人材育成指標」）において、自身

のキャリアに応じて身に付ける資質・能力をめやす

として示しています。自身のこれまでの教育活動

や学びを振り返り、自身の強みや課題を見付け、

その強みを伸ばしたり課題を克服したりする学び

につなげることが重要であるという視点に立ち、

取組を進めています。 

 

 

 

  

  研修等における学びの振り返りが記録され、蓄

積される研修履歴システム「Ｍｙ  アール」は、記

述式の振り返りの蓄積だけでなく、どのような領

域の研修を受講したかが、円グラフで示されます。

それらを活用することにより、自らの学びを振り返

り、自身の強みや課題を把握し、「振り返りを読み

返してみると、〇〇を意識して１年間頑張ってきた

な」「次は、この領域の研修を受講しようかな」等、

これからの学びについて考えることができます。 

このように、「自らの学びを振り返り、見通しを

もち、取り組む」、いわゆる「学びを自身でデザイ

ンする」ツールとして積極的に活用されることを期

待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「My アール活用のすすめ」  

相模原市教育委員会教育センター（令和６年１月）  

https://drive.google.com/drive/folders/1jOWK6w

Rfe0dCVrN3I9hDuIc0dIxXD9st 

 

今回の特集では、「Ｍｙ  アール」の学校での活

用や、研修での活用等について紹介します。 

 

 

 

 

自らの強みを自覚し教育活動に生かすとともに、

自らを客観的に見つめ直し課題を見いだし克服

していくことは、教職員が学び続けるために重要

なことです。 

そのために、教育センターでは、「人材育成指

標に基づいた振り返りシート」を作成し、活用を進

めています。人材育成指標に示されている資質・

能力をより具体化し、一人ひとりが、自身の教育

活動について、より具体的に振り返ることができる

よう工夫しました。 

今回の特集では、本シートの学校における活用

特集 2 「研修観の転換」を下支えする教育センターの取組  

相模原市では、「相模原市教育委員会人材育成方針」に示される「目指す教員像」「教育愛

にあふれ社会の中で学び続ける教員」の実現に向けて、研修等の取組を推進しています。  

「教職員が主体的に学び続けるには･･･？」という問いの解決のため、教育センターでは様々

な取組を行っています。  

本特集では、それらの取組の中から４つを紹介します。  

・【取組１】研修履歴システム「Ｍｙアール」の活用 

・【取組２】「人材育成指標に基づいた振り返りシート」の活用  

・【取組３】「『指導と評価の一体化』を図るためのチェックシート」の活用  

・【取組４】「サテライト式オンデマンド研修」の推進 

【取組１】 

研修履歴システム「My アール」の活用 

【取組２】 
「人材育成指標に基づいた振り返り 

シート」の活用 

「My  アール」

についての説明

資料「My アー

ル活 用 のすす

め」をぜひ、ご

活用ください。 
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https://drive.google.com/drive/folders/1jOWK6wRfe0dCVrN3I9hDuIc0dIxXD9st
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や研修における活用、とりわけ法定研修である

「初任者研修」と「中堅教諭等資質向上研修」

での取組等を紹介します。 

 

 

 

 

教職員が「学習指導と学習評価」の実践につ

いて、主体的に自身の取組を振り返り次につなげ

られるよう「『指導と評価の一体化』を図るための

チェックシート」を作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「『指導と評価の一体化』を図るためのチェックシート」」  

相模原市教育センター（令和５年４月）  

 

本シートには、児童生徒の資質・能力を育成す

る授業づくりの実現のための具体的な手立てを

14 項目に精選して掲載しています。 

発行して２年目を迎えましたが、研修等で活用

する中、各校においても徐々に活用の幅が広がっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

今回の特集では、具体的な活用方法や活用し

た先生方の感想等を紹介します。 

 

 

 

 

新たな視点や考えを獲得することは、さらなる

学びにつながります。そのためには、多様な他者と

研修等において協働的に学ぶことが大切です。そ

の取組として、教育センターでは、「サテライト式オ

ンデマンド研修」の取組を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の図は、「サテライト式オンデマンド研修」の

概要を示しています。本研修のねらいや効果等を

記しました。 

本研修は、各校において、教育センターが作成

したオンデマンド動画を活用し、各校のファシリテ

ーター役の先生が中心となり、設定されたテーマ

をもとに協議をします。そこでは、経験年数を問わ

ず、一人ひとりが自分の考えをアウトプットし、互い

の考えを聞き合い、自身の学びを深めていきます。 

そのことを通して、指導力・対応力を高めるとと

もに、教職員間の横のつながりを強め、風通しの

よい職場づくりにもつなげます。 

今回の特集では、今年度全校で実施した本研

修について紹介します。 

 

これから紹介する４つの取組は、「教職員主語」

をめざした取組です。つまり、与えられて受け身の

姿勢で学ぶのではなく、自らが課題意識をもち、

自分事として物事を捉え、学び続ける、そうした姿

を期待し、推進しています。 

ぜひ、この取組を活用しながら、自身の学びを

深めていただけることを期待しています。 

【取組３】 

「『指導と評価の一体化』を図るための

チェックシート」の活用 

【取組４】 

「サテライト式オンデマンド研修」の推進 

小学校・義務教育学校（前期課程）  中学校・義務教育学校（後期課程）  

令和６年度「学習指導・評価のプロセスに係る点検・調査」より  

７ 



１  研修履歴システム「My アール」とは  

「相模原市内の公立小学校、中学校、義務

教育学校に所属する各教員が受講した研修等

の受講履歴及びその研修履歴システムの総称」

です。「教員が研修履歴を通して自らの学びを

振り返る」、「管理職が研修履歴を通して適切

な指導助言を行う」ことをねらいとして、令

和６年１月よりこのシステムが開始されまし

た。  

 いつ、どのような研修等を受講したかが、

一覧で表示され、その研修等における研修の

振り返りも記録されます。また、人材育成指

標に照らして、どの領域の研修を受講したか

が、円グラフで表示され、これまでの自らの

学びが可視化されています。  

 これらの研修履歴を閲覧することにより、

無意識のうちに蓄積されてきた自らの学びを

客観視した上で、さらに伸ばしていきたい領

域や新たに能力開発をしたい領域について、

人材育成指標を基に見いだすことができます。 

 

２ 学校における活用 

各校においては、年度初めに目標を設定する

場面や、期末面談等の場において、これまでの 

研修受講状況を管理職とともに確認するツー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルとして使われ始めています。  

 また、教育センター主催の研修に限らず、

校内研究や大学等の教育機関が開催する各種

研修、民間企業が開催するセミナー等につい

て、「Ｍｙアール」に記録する教職員も増加し

てきました。令和６年 12 月現在における市

教委以外が主催する研修等の履歴件数は、

500 件を超えています。  

 少しずつではありますが、市内の教職員が

研修履歴を振り返る価値を実感し、自らの学

びに生かそうとする様子が見られます。 

 

３  研修における活用 

教育センターでは、研修において、研修終了時

に毎回実施している研修の振り返りについて、今

後、受講者が「My アール」を閲覧することを想定

し、充実を図りました。具体的な取組としては次の

とおりです。 

・研修の振り返りの記述が「Ｍｙアール」

に反映されることを受講者に伝える。 

・研修を振り返る時間を可能な限り 10 分

間確保する。  

・学びを振り返るための視点を講座ごとに

受講者に示す。  

・研修を構想する段階から、ねらいを焦点

化し明確にする。  

教師が学び続けるためには、蓄積された学びを基に、自分自身の強みや課題を自覚し、今後

学びたいことを見いだすことが大切です。このページでは、「Ｍｙアール」・「人材育成指標に基

づいた振り返りシート」の活用事例と、学び続けようとする教師の姿を紹介します。 

講座名や受講日時に加え、その研修
における振り返りも記録されます。 

どの領域の研修を
受講したか円グラ
フで表示されます。 

（研修履歴システム「My アール」①） 

（研修履歴システム「My アール」②） 

 

学びの蓄積を成長につなげる 
「Ｍｙアール」・「人材育成指標に基づいた振り返りシート」を活用する教師の姿 
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研修履歴システム「My アール」について 

【取組１】研修履歴システム「My アール」の活用  

【取組２】「人材育成指標に基づいた振り返りシート」の活用  



 第１２回初任者研修講座における振り返り

を紹介します。振り返る際、「『指導と評価の

一体化』を視点としてこれまでの授業を振り

返ってみて、どのような課題が見付かったか」

を視点として提示しました。  

【受講者 A】  

 授業が点としてしか成されていないときが多

くあったと思います。今回の研修を通して、授

業づくりでは「スタート」と「ゴール」が重要であ

るということを改めて感じました。ゴールの姿か

ら、次にどのような姿になってほしいかを考え、

1 つ 1 つの授業が点ではなく線で結ばれるよう

な授業を展開していきたいと感じました。 

【受講者 B】  

 １時間のゴールを意識している児童は多い

が、単元を通したゴールを意識している児童は

少ないため、学びがその時間で終わらないた

めにも、教師だけが最終ゴールを意識している

のでなく、児童も意識できるような授業をめざ

す必要があると思った。教師と児童がゴールを

共有するためにはどうしたらよいかを課題とし

て、今後、授業を考えていきたい。 

このように、振り返りの充実を図ったこと

で、自らの学びを残すものという意識が高ま

り、自分自身の学びについて深く振り返ろう

とする記述が増加しました。  

 

４  これからに向けて  

今後は、教職員が「My アール」を通して自

分自身が残した学びのあしあとを振り返り、

自らの学びをデザインできるように更なる周

知を図っていきます。そのために、教育セン

ターが主催する研修において、「My アール」

を閲覧し、これまでの研修を振り返る機会を

意図的に設定し、その価値を実感できるよう

にします。今まで以上に「My アール」の周知

が進むことで、機会を与えられなくても自ら

の学びと向き合い、主体的に学び続けようと

する教職員の姿へとつなげていくことを期待

しています。  

 

 

 

１  「人材育成指標に基づいた振り返りシー

ト」とは  

 「相模原市  教員のキャリアステージにお

ける人材育成指標」の領域ごとに、自身の達

成度について 4 つの選択肢から数値を入力し、

その集計がレーダーチャートとして表示され

るシートです。入力したことを通して、自ら

の強みを自覚して日々の教育活動にいかすとと

もに、見いだした課題を基に新たな学びにつなげ

ていくことをねらいとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

２  学校における活用  

学期ごとに教員が振り返りシートに数値を

入力し、それを管理職とともに分析し、自分

自身の強みや課題について考える機会を設定

している学校があります。また、振り返りシ

ートを基に自己分析することを通して、人材

育成指標に示された領域から、その年の自ら

の重点を設定している教員もいます。 

 

３  研修における活用  

現在、教育センターが主催する研修のうち、

基本研修と呼ばれる研修において、研修内で

「人材育成指標に基づいた振り返りシート」

に記入する場面を設定し、自らの強みや課題

を自覚し、自らの学びを主体的にデザインで

きる環境整備を行っています。  

詳細については、後述する初任者研修と中

堅教諭等資質向上研修の実践のとおりです。 

 

４  これからに向けて  

現行の「人材育成指標に基づいた振り返り

シート」は、運用が開始されて３年目になり

ます。学校からの意見も踏まえ、振り返りシ

ートのリニューアルを予定しています。 

リニューアルを予定している箇所は次のと

おりです。  

・紙媒体でも閲覧しやすいようにレイアウ

トの変更  

・コメント欄、氏名欄の追加  

（現行の振り返りシート） 
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人材育成指標に基づいた振り返りシ

ートについて 

１：十分できている  

２：できている  

３：あまりできていない  

４：できていない  



 

 

 

 

１  初任者研修講座※について  

※採用１年目の教諭を対象とした研修  

 主に、児童生徒理解を基にした学級経営や

授業づくりについて学ぶ研修です。  

【研修計画】  

回  内容  

１  開講式・教職員としての心構えと服

務・社会人としての自覚 

２  児童生徒理解①人権の大切さ 

３  授業づくり①指導と評価の基本Ⅰ 

４  児童生徒理解②児童生徒や保護者と

の関わり方 

５  学級づくり①学級経営の基本 

6 児童生徒理解③教育相談の基本と実

践  

7 体験活動研修 

8 授業づくり②指導と評価の基本Ⅱ・教

員としての自己の振り返りとこれか

らの展望  

９  効果的な心身のセルフケア 

10 授業づくり③専門性を高めるために

（選択研修） 

11 授業づくり④公開授業と研究協議 

12 授業づくり⑤学習指導要領とこれか

らの授業づくり 

13 １年間の振り返り・閉講式 

 

２  研修における「人材育成指標に基づいた

振り返りシート」の活用  

第８回と第 13 回の研修に向けて、人材育

成指標で定めている「教員に求められる４つ

の資質・能力」に基づき、自身の教育活動を

振り返るレポートを作成しました。研修当日、

レポートを持ち寄り、共有後に改めて自身を

振り返る際に「人材育成指標に基づいた振り

返りシート」を活用しました。  

 

３ 研修における自ら学ぼうとする姿  

（１）第 13 回の研修の振り返り（抜粋） 

【受講者 C】  

１学期の振り返りよりも１年を終えた今のほ

うが、具体的で多角的に振り返ることができて

いると感じました。来年はまた１段階成長でき

るように努めていこうと思います。 

【受講者 D】 

自分の強みと次年度に向けた課題が明らか

になりました。１年間の振り返りをグループ内の

先生方に見てもらいコメントをもらうと、自分

がこの１年間本気で取り組んできたことを実感

することができました。 

【受講者 E】  

自分のめざす教員像は、「子どもに寄り添

い、一緒に試行錯誤することができる教員」に

変化した。はじめは、子どもに寄り添いつつも、

正しい道に導くことができる教員をめざしてい

たように感じる。まだまだ未熟でうまくいかない

ことが多く、それに苦しいこともあるが、これか

らも努力を続けていきたい。 
 

（２）考察  

ア  教育活動を振り返るレポートを共有したり、

「人材育成指標に基づいた振り返りシート」を用

いたりしたことで、受講者は自分自身の強みや成

長を自覚し、新たな課題を見いだすことができま

した。めざす教員像に向けて、学び続ける姿勢を

より意識する姿が多数見られました。 

イ 「人材育成指標に基づいた振り返りシート」の

活用を研修内に適宜位置付けることは、受講者

の学ぶ姿勢を支えるうえで効果的であったと考え

られます。 

 

４  今後の展望  

指導主事による一方的な伝達だけではなく、

受講者自身が見いだした課題等をもち寄り、

それらを共有したり、解決・改善に向けて協

議したりすることを通して、受講者の資質・

能力のより一層の向上が期待できます。研修

と受講者の日常とにつながりをもたせること

や受講者がアウトプットする機会をより充実

させること等が必要であると考えられます。 

 研修での学びが学校現場で実践され、学ぶ

意義を実感できる研修の設計をめざします。 

人材育成指標を意識した研修の実施
について 
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初任者研修講座における実践  



 

１  中堅教諭等資質向上研修講座※について  

※教職経験 10 年を経過した者を主たる対象とした研修  

主に、同僚との授業づくりや行事運営、学

年・学級経営等に積極的に取り組み、学校運

営に参画することを通して、リーダーシップ

を発揮し、組織を活性化する組織マネジメン

トについて学ぶ研修です。  

【研修計画】  

回  内容  

１  開講式・中堅教諭に求められること  

２  人材育成を視点とした組織マネジ

メントについて①  

３  OJT を意識した校内での取組① 

４  人材育成を視点とした組織マネジ

メントについて②  

５  OJT を意識した校内での取組② 

６  １年間の振り返り・閉講式  

７  専門性を高めるために  

（選択研修）  

 

２  研修における「人材育成指標に基づいた

振り返りシート」の活用  

本研修は、人材育成指標における「人材育

成」と「学校経営への参画」という領域に焦

点化した研修内容としました。第１回と第４

回、第６回において、「人材育成指標に基づい

た振り返りシート」に記入することを通して、

人材育成指標を基にこれまでの教育活動を振

り返り、自分自身の強みや課題と向き合う場

面を設定しました。さらに、「人材育成指標に

基づいた振り返りシート」で振り返ったこと

を基に自分自身を分析するレポートを提出課

題としました。  

 

３  研修における自ら学ぼうとする姿 

（１）レポートの記述より（抜粋）  

【受講者 F】 

自分の役割の枠にとらわれず、立場や状況

に応じて積極的に学校運営に参画していこう

と思いました。これまでに経験していないような

役割にも挑戦して学び続けるとともに、考えを

押しつける、または上から目線のような指導や

助言にならないよう、謙虚で寄り添えるような

人材育成に貢献していきたいと思います。 

【受講者 G】 

OJT を実践するために準備をしたり実施し

たりすることが、自己の取り組みを振り返るこ

とや、成長につながることを実感できた。”相手

に教える”のではなく、”一緒に考える”ことが

自分にできる人材育成だと気付くことができ

た。 

【受講者 H】  

今年度の研修を通し、自分とは違う立場の

先生方と教師の専門性とは何かを考えること

ができた。これからも学び続ける姿勢を忘れ

ず、自分に関わる全ての人から何かを学びとり

たいという気持ちで自分の専門性を高めてい

きたい。 
 

（２）考察  

受講者の記述を見ると、「人材育成」や「学

校経営への参画」を視点とした記述が多く見

られました。本研修で重点においた人材育成

指標における領域を強く意識していたことが

分かります。  

また、研修受講後も自分自身の力を高めて

いこうとしている様子や、学び続ける価値を

実感している様子が分かります。  

 

４  今後の展望  

本研修では、「人材育成指標に基づいた振り

返りシート」に記入する機会を年３回実施し、

１年間を通して、人材育成指標を意識できる

ようにしています。今後は、研修履歴システ

ム「My アール」を活用する場面を設定し、受

講者が「人材育成指標に基づいた振り返りシ

ート」と関連付けながら、これまでの自分自

身の学びを振り返ったり、これからの学びを

見通したりすることができるように、主体的

に学び続けることのできる環境を整備してい

きます。  

中堅教諭等資質向上研修講座におけ

る実践 
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国立教育政策研究所が発行している「『指導

と評価の一体化』のための学習評価に関する

参考資料」に、次のように記載されています。  

 

指導と評価の一体化を図るためには，児童

生徒一人一人の学習の成立を促すための評価

という視点を一層重視し，教師が自らの指導

のねらいに応じて授業での児童生徒の学びを

振り返り，学習や指導の改善に生かしていく

ことが大切である。すなわち，平成 29 年改

訂学習指導要領で重視している「主体的・対

話的で深い学び」の視点からの授業改善を通

して各教科等における資質・能力を確実に育

成する上で，学習評価は重要な役割を担って

いる。  

 

では、指導と評価の一体化を図るためには、

具体的にはどのような実践をすることが大切

でしょうか。あるいは、子どもや保護者から

「指導と評価の一体化を図るとはどのような

ことを意味しますか。」と質問をされた場合、

どのように答えればよいでしょうか。 

 

 

 

 

このような疑問を解決するとともに、教師

が主体的に指導と評価の一体化を図りながら

授業力を向上させ

ていくことを目的

として、指導と評

価の一体化を図る

ための具体的な手

立てを 14 項目に

精選した「『指導と

評価の一体化』を

図るためのチェックシート」（上図）を作成し

ました。年間や単元(題材)の指導と評価の計

画、学習指導案の作成に関することとして８

項目、授業実践に関することを４項目、学習

評価をさらに充実させるための「プラス 2」

を挙げています。さらに、各項目の内容につ

いてより詳しく知りたい方のために、「『指導

と評価の一体化』を図るためのチェックシー

ト説明資料（以下、説明資料）」も作成しまし

た。  

 

 

 

①各教師が、各項目について取り組んでい

るといえるものについてはチェックを付ける、

まだ取り組んでいるとはいえないものについ

てはチェックを付けない、という方法で、こ

れまでの実践を振り返る。その結果を指導と

評価の改善に生かす。  

②授業づくりや学習評価に関する校内研修

の際に、①の取組でチェックを付ける教師が

少なかった項目について、「説明資料」を活用

しながら、実現のための手立てについて協働

的に考える。 

 

俯瞰して、振り返る 
「『指導と評価の一体化』を図るためのチェックシート」を活用した教師の学び  

「指導と評価の一体化」を図るとは？ 

活用方法の例 

「『指導と評価の一体化』を図るためのチ

ェックシート」とは？ 

教師が学びを進めていくためには、自身のこれまでの取組を振り返ることが大切です。  

このページでは、これまでの授業づくりを振り返るための「『指導と評価の一体化』を図る

ためのチェックシート」の活用例を紹介します。  

1２ 

【取組３】「『指導と評価の一体化』を図るためのチェックシート」の活用  



【先生方の言葉】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育基本法第 9 条には「法律に定める学校

の教員は、自己の崇高な使命を深く自覚し、

絶えず研究と修養に励み、その職責の遂行に

努めなければならない」とされています。教

員は、自身の向上のために絶えず学び続ける

必要があるということです。そのためには、

これまでの授業について、一度立ち止まって

俯瞰して見つめるということが大切になりま

す。「ここはしっかり取り組めているぞ」「こ

の視点は見落としていたな」というように自

身の授業づくりについて振り返ることが、教

師のさらなる学びにつながっていきます。こ

のチェックシートが、学びの一助となること

を願っています。  

 

 

 

 

 

 

 

自分自身を俯瞰して振り返る 

☟【各種資料はこちら】

普段、授業をしていて漠然と不安が

ありました。今回、チェックシートを活

用して、項目⑥（記録に残す評価）が

課題だと認識し、自分が何に不安や

疑問を抱いているのかを客観視する

ことができました。 

 分からないことは先輩にアドバイスを

もらったり、学習指導要領を読んだり

して、様々な授業改善に取り組みまし

た。 

 チェックシートを活用したおかげで、

以前より授業改善に前向きに取り組

むことができています。 

普段、見落としがちな視点が整理され

ているので、原点に戻って授業づくりを

行うことができました。特に【授業実践に

関する４つのこと】では、項目⑨（スタート

とゴール）の視点で授業を考えることでゴ

ールの姿が明確になり、目標を焦点化で

きたり、項目⑪（支援の手立て）の視点か

ら、子どもの困り感などを具体的にイメー

ジしながら授業づくりを行ったりすること

ができました。 

また、学年が違っても共通の視点で授

業について考えられるので、教材研究の

充実にもつながると感じています。 

〇「『指導と評価の一体化』を図るための 

チェックシート説明資料」  

〇「『指導と評価の一体化』を図るための  

チェックシート」  
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〇「『指導と評価の一体化』を図るための  

チェックシート」活用のためのオンデマ

ンド研修動画  



 

 
 

１  サテライト式オンデマンド研修とは  

サテライト式オンデマンド研修は、テーマ

に関するオンデマンド動画を参加者全員で視

聴し、そのテーマや設定した協議題に基づき

協議し、全体で共有するものです。その目的

は、大きく２点あります。１点目は、人権教

育・福祉教育、児童生徒指導、コンプライア

ンス等の理解を深め、自身や学校組織の在り

方を振り返ることで今後の課題をもち、教育

現場で実践できるよう指導力・対応力を高め

ることです。２点目は、意図的にOJTを進め

られる人材育成の場を設定するとともに、各

校教職員間の横のつながりを強める機会とす

ることです。  

 

２  研修の流れ  

研修の流れの例を次のように示しました。 

 
これはあくまで1つの例であり、各校の実態に

合わせて研修の流れをアレンジできるところが、サ

テライト式オンデマンド研修のよさでもあります。 

 

 

１  研修の概要  

今年度は、喫緊に取り組むべき教育課題に

ついての研修を、実証・分析を行うために次の

ような流れで行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修の流れ(例) 

①テーマに関するオンデマンド動画を参

加者全員で視聴する。  

②そのテーマや設定した協議題に基づき

小グループ等で協議する。  

③全体で共有することを通して、参加者が

テーマにおける自身の取組を「My アー

ル」で振り返り、個人の課題や、学校の

課題を捉える。  

※進行などは、研修担当者が中心となる。 

〇今日的な教育課題  

教職員による児童生徒への性暴力等  

・動画タイトル  

「こんな時、どうする①～R６  児童生徒

指導編～」  

〇実施校  

小学校 69 校、中学校 34 校、義務教育学

校２校（全 105 校）  

〇実施場所  各学校 

〇研修の流れ（例）  

（１）動画視聴（５分程度）  

（２）協議（約20分）  

〈協議の視点〉  

 ①どこが課題だと感じますか？  

②その課題を解決するために、どのよ

うなことが考えられますか？  

（３）振り返り〈「My アール」に入力〉  

（５分程度）  

主体的に組織で学ぶ 
「サテライト式オンデマンド研修」を通した教師の学び 

教師が学びを深めていくためには、協働的に学ぶことが大切です。教育センターでは、喫

緊に取り組むべき教育課題を自分事として捉え、組織で問題解決に取り組むことを通して、

学びを深めることができるよう、令和 6 年度より「サテライト式オンデマンド研修」を実施

しました。このページでは、実際に行われた研修の様子を紹介します。  
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サテライト式オンデマンド研修について 今年度の取組 

【取組４】「サテライト式オンデマンド研修」の推進  



２  サテライト式オンデマンド研修の振り

返りと学校の取組   

（１）研修の振り返り  

 ①研修の目的を達成できたか。  

 

 

 

 

 

 

 

②新たな学びや気付きをもつことがで

きたか。  

 

 

 

 

 

 

③今後の課題をもつことができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

④今後の教育活動に活用できるか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修後の振り返りでは、どの項目も「でき

た」「少しできた」の肯定的な回答が９割以

上でした。また、振り返りには、組織で取り

組むことの重要性に関する記述が見られ、学

びを深めている様子が感じられます。 

 

（２）各校の研修の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～参加者の振り返り（抜粋）～  

・今回の研修を通して、児童との距離感や、

教職員間のコミュニケーションの重要性を

改めて認識した。 

・具体的な事例をもとに、教職員間で活発な

意見交換が行われた。 

・今後の教育活動に生かせる多くの気付きを

得ることができた。 

 

１  できた  

２  少しできた  

３  あまりできなかった  

４  できなかった  

 

【Ａ中学校実践】 

〈実施に際して工夫したこと〉 

・学年関係なくグルーピングをした。 

・FigJamを活用して、研修の流れ、資料や意

見等を可視化できる環境を準備した。 

〈実施してよかったこと〉 

・短い時間の中で課題について様々な意見を

もとに協議をすることができた。 

・ミドルリーダーの先生方が経験年数の浅い

先生に対して、「Bさんの〇〇という言葉はど

う思う？」など、自分の意見を述べるのみでな

く、考えや見方を引き出しながら協議を進め

た。 

〈準備等においてよかったこと〉 

・研修内容の意義を捉えつつ、日時等、各校の

実態に応じて研修を設定できることで時間を

有効に使うことができた。 
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研修における FigJam の活用  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、各校が様々な工夫を凝らし、教育

課題を自分事として捉えて研修を実施しているこ

とが分かります。 

（３）先生方の姿から 

①学校主体の研修の重要性 

協議のグループ編成は各校の実態に合わせて

行われており、よりねらいに迫った研修が実施さ

れていました。また、意見交換できる形式の研修

を実施したことで、単なる知識の伝達だけでなく、

採用年数や年代の違う同僚との協議を通して、

一人ひとりの意見を尊重し、新たな視点や考え方

を学ぶことができ、深い学びにつながっています。 

 

②組織全体のレベルアップ 

喫緊の課題の事例を、各校の実態に応じてタ

イムリーに学ぶことで、同じ方向で考え、今後に生

かそうとする様子が感じられました。このことから、

組織全体のレベルアップにつながっていることがう

かがえます。 

 

 

 

①多様な事例の提供 

各校の実態に応じて、研修のテーマを主体的

に選択できるよう、今後は、「学習評価」「地域社

会との連携」などを含め、多様なテーマを取り上

げていきます。 

 

②研修の深化 

サテライト式オンデマンド研修は、自分の考えを

共有するだけでなく、研修後の具体的な行動計

画についての協議をすることで、より深い学びにつ

ながります。また、本研修を単発で終わらせるので

はなく、定期的に実施することで、教職員の意識

を継続的に高めることができます。 

このような、効果的な研修が実施できるよう、各

校の取組の好事例を紹介していきます。 

 

教育センターでは、これからも、喫緊に取り組む

べき教育課題について、個人や組織で学びを深

めることができるよう支援していきます。  

【Ｂ中学校実践】 

〈実施に際して工夫したこと〉 

・各グループ、経験年数を意識して４人にし

た。 

・共有の時間を長くとり、様々な視点からの共

有ができるようにした。 

・協議をまとめる用紙を準備した。 

〈実施してよかったこと〉 

・先生方の協議の雰囲気がとても良く、今後

の職場環境につなげたい。 

・コンプライアンスや生徒との関わり方につい

て、改めて考える機会となった。 

・視点が２つ設定されていたので、話合いがと

ても活発になり、お互いの意見を聞きながら

考える姿が見られた。 

〈準備等においてよかったこと〉 

・協議の視点が用意されていたので、研修の

方向性が明確になった。 

・動画の内容もシンプルで分かりやすく、時間

もちょうどよかった。 

 

【Ｃ小学校実践】  

〈実施に際して工夫したこと〉 

・小グループ（３～４人）での話合い、意見交

換をした。 

〈実施してよかったこと〉 

・先生方が自分自身の考えを伝えたり、相手

の話を聞いたりして交流する姿が見られた。 

・「進め方」の例があったことで、担当者が悩

むことなくスムーズに行うことができました。

今後、自校で研修を実施する際の参考とな

った。 

〈準備等においてよかったこと〉 

・教育センターからの資料に流れが明確に示

されていていたので、困ることがなかった。 

・進行役が円滑に進めることができた。 
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今後のサテライト式オンデマンド研修の

方向性について 



 

 

 

ここからのページでは「相模原の研究～本市教育における課題を踏まえた研究実践～」と

題し、研究推進事業や教育研究員研究の取組について紹介します。 

  

「研究推進事業」については、１つの中学校区、１つの中学校、２つの小学校において、

令和６年度から研究をスタートしており、今年は２年間（中学校区は３年間）の研究期間の

初年度となります。 

本市教育における課題を踏まえ、自校の強みや課題、子どもの実態などを分析することを

通して、学校が自ら研究の目的を定めるとともに、課題解決のための具体的な方法について

先生方が主体的に考え、授業実践等に生かしています。その成果を市全体へ周知することで、

本市教育の一層の充実及び教育目標の具現化をめざしています。 

  

また、「教育研究員研究」については、本市の教育の充実・向上を図るために小学校、中

学校、義務教育学校の教員が「教育研究員」として、学校や地域社会における教育課題につ

いて研究を行うものです。令和 5 年度から２年間進めてきた「教育データの利活用に関す

る研究」と「プログラミング教育の充実に関する研究」をテーマとした取組について紹介し

ます。   

 

研究において、課題を把握し、仮説を立て、協議などを通して立証していくという過程は、

教師の「主体的、対話的で深い学び」につながります。 

本事業の取組を通して、「教師の主体的な学び」について考えるきっかけとしていただけ

れば幸いです。 
 
 

キャリア教育 
田名中学校区（田名中学校、田名小学校、田名北小学校） 

「自ら考え行動することができる児童・生徒」、「人の気持ちを理解し、 

助け合うことのできる児童生徒」を育む教育活動の展開 

支援教育 

旭中学校  

全ての生徒が自分の居場所で学び、自他を思いやりながら、 

自分らしく自己実現を図る学校づくり 

算数 

桜台小学校 

よりよい学び手として育つ子ども 

～資質・能力ベイスで考える～ 

体育 

橋本小学校 

課題を見付け、その解決に向けて思考し、動きが高まる子どもの育成 

～主体的・対話的で深い学びを通して、資質・能力を身に付ける授業づくり～  

学校名・研究テーマ 

相模原の研究 

～本市教育における課題を踏まえた研究実践～ 

編 集 の 趣 旨 
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１ 研究主題について 

田名中学校区では、中学校区として育みたい力

を『自律する力』『つながる力』の２つに焦点化し、

「田名中学校区でめざす子ども像」として、「自ら

考え行動することができる児童生徒」、「人の気持

ちを理解し、助け合うことのできる児童生徒」を

掲げ、教育実践を積み重ねてきました。 

一方で、本中学校区における子どもの実態とし

て、大人の指示を待つことが多いことや、子ども

同士が関わることへの意識が低いことが課題とし

て挙げられます。これらのことから、本研究主題

を設定しました。 

２ 研究内容 

田名中学校区の教職員が「田名中学校区でめざ

す子ども像」をあらゆる教育活動において意識す

ることで、子どもたちがキャリア教育における基

礎的・汎用的能力を身に付け、自己肯定感を高め、

学ぶことの意義を実感できるようになると考え、

今年度は主に次の取組を行いました。 

○中学校区の実態を把握する。 

・アンケートの作成、実施、分析 

・「キャリア・パスポート」の分析、内容検討 

〇各校の全体計画・年間指導計画を共有する。 

・系統性のある具体的な「めざす子どもの姿」

の検討 

〇「キャリア教育の視点による授業づくり」に

ついて検討する。 

・キャリア教育先進校の前校長による講義及び

授業参観、指導講評 

・校内研究の授業を相互に参観 

・小中一貫の日の授業公開、研究協議 

○幼保小中高連携の取組を実践する。 

・小中で行う教育活動の検討、実施 

・小中高の交流事業の検討、実施 

・田名地区幼保小中連携情報交換会の開催 

また、本研究を通して、小・中学校の教職員が、

子どもが自ら考え行動する場面を意識したり、他

者を思いやり助け合おうとする態度を価値付けた

りする教育実践を積み重ねることで、子どもたち

が成長していく様子を実感できるようにしました。 

3 研究のこれから 

今後は、アウトカム評価を意識した PDCA サイ

クルの構築をめざし、次年度以降の研究推進につ

なげていきたいと考えています。さらに、田名中

学校区では、これまで幼保小中連携や小中高連携

を行ってきました。小中一貫した縦の接続を推進

することが、他の校種との連携した取組をつなげ

ることになると捉えています。こうした取組が、

本市キャリア教育の推進におけるロールモデルと

なることを意識して、これからも積極的に研究実

践を発信し、本市キャリア教育の更なる推進の一

助としていきたいと考えています。 

4 教師の主体的な学び 

田名中学校区では、３校の校内研究やキャリア

教育の担当者を中心に、研究チームを結成してい

ます。同じ中学校区とはいえ、各校の実態はそれ

ぞれ違いがありますが、子どもたちが暮らすのは

同じ地域です。中学校区の教職員が同じ視点で子

どもたちの実態を捉え、成長を支えていくために、

今年度の２学期以降、小中連絡協議会を月一回の

開催に増やしました。まだまだ手探りの研究です

が、知恵を出し合い、キャリア教育の価値につい

て、中学校区の教職員全員で学ぼうとする姿があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア教育に関する研究田名中学校区(田名中学校・田名小学校・田名北小学校) 

「自ら考え行動することができる児童生徒」、「人の気持ちを理解し、 

助け合うことのできる児童生徒」を育む教育活動の展開 

相模原の研究～本市教育における課題を踏まえた研究実践～●研究推進事業 

（田名中学校区の研究チームのみなさん） 
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温かな雰囲気で行われました。 

１ 研究主題について 

不登校児童生徒等、支援を必要とする児童生徒

が加速度的に増加する中、学校こそが全ての生徒

が心地よさを感じながら安心して学び、自己肯定

感を育み、自らの人生を切り拓く力を培っていく

場所であるべき筆頭であることを、教師一人ひと

りが再認識することが求められています。 

「生徒が多くの時間を過ごす授業」、「生徒同士

の文化を創出する生徒会活動」、「生徒の発達を支

持する生徒指導」、「一人一人を支える生徒支援」

の４つの視点を柱に、生徒の多様性を受け入れい

かす教育活動の在り方を研究し推進していくこと

で、すべての生徒が地域の学校で学び、自己肯定

感を高め、自己実現を果たしていけると考えます。

併せて、学校に求められる「もの」「ひと」「こと」

などを教育委員会とともに多角的に追求し、真に

求められる教育施策を導き出し、誰一人取り残さ

ない教育の実現を図るための提言とするため、こ

の主題を設定しました。 

２ 研究内容 

 旭中学校の教師を対象にした調査から見えてき

た、生徒の強みと弱み、また、教師が身に付けた

い資質・能力や知識などを踏まえたうえで、研究

内容を精選しました。 

○校内研究（授業改善）：分かった、できた、知りたい 

を実感する授業づくり 

○生徒会活動：一人ひとりが主体的に行動する生徒

会活動、小中一貫教育の推進による自己肯定感の

向上、生徒会スローガン「My home」の実践 

○学級活動：全ての生徒が所属感を実感できる学級

経営 

○生徒指導：多様な生徒の理解と発達支持的生徒

指導の推進 

○生徒支援：不登校等の学校生活に困難を抱える生

徒の支援の手立てを軸とした学校運営の推進  

 

3 研究のこれから 

誰一人取り残さない教育の実現をめざし、軸と

なる５つの取組を柱に学校運営を推進します。 

生徒会活動、学級活動については、生徒会スロ

ーガン「My home」及び生徒会アンケートの結果

を踏まえ、自治的な取組をより活性化します。 

授業改善、生徒指導、生徒支援については、教

師一人ひとりが研修で得た学びを、個々の分掌や

学級経営、教科指導でいかす方策を考え、組織的

に実践し、生徒に還元します。 

4 教師の主体的な学び  

（１）研修会をもとにした、教育実践の充実 

明星大学星山麻木教授による「発達特性の理解」、

臨床心理士の大草正信先生による「支援教育の視

点に基づく教育相談」、元少年院長の村尾博司先生

による「わかる授業は生きる力」をテーマにした

講演での学びをもとに、発達特性を理解した上で、

発達支持的生徒指導を大切にした実践につなげて

います。 

（２）広がりを見せる校内での取組 

①全校道徳の実施 

 星山麻木教授紹介の 

絵本「かなわね」を題 

材に、演劇部による音 

読劇を聞き、「相手を 

認め、理解しようとする心の広さを養い、自分や

相手の特性について知り、よりよい人間関係をつ

くるきっかけとする」ことをねらいとし、全校道

徳を実施しました。 

②校内研究におけるグループ協議の充実 

 

 

 

 

グループごとに、「分かった、できた、知りたい、

を実感する授業づくり」におけるＩＣＴの活用の

実践発表、全体共有、協議等、校内研究主任を中

心に、研究組織を軸とした取組が積み上げられて

います。 

支援教育に関する研究  旭中学校 
全ての生徒が自分の居場所で学び、自他を思いやりながら、 

自分らしく自己実現を図る学校づくり 

相模原の研究～本市教育における課題を踏まえた研究実践～●研究推進事業 

 

   
６月の校内研究におけるグループごとの実践報告・協議 

19 



１ 研究主題について 

桜台小学校では、令和２年度から４年間、「数学

的な見方・考え方を働かせる子ども達」をテーマ

に研究を行ってきました。その成果として、子ど

もが、自ら問いを見いだして学ぶこと、表現する

こと、「分からない」と伝えることの大切さを実感

し、学びへの意識が変わってきたことが挙げられ

ます。  

一方で、子どもが資質・能力だけでなく、「学び

方」を身に付けることをより充実させる必要があ

るという課題も生まれました。そこで、桜台小学

校では、、「何ができるようになるか」といった算

数科の目標に示された資質・能力と、「どのように

学ぶのか」といった学び方の両方を資質・能力と

捉え、令和６年度のテーマを「よりよい学び手と

して育つ子ども〜資質・能力ベイスで考える〜」

としました。 

 

２ 研究内容 

 

 

 
 

桜台小学校では、次のように算数を学ぶ子ども

たちの姿を「よりよい学び手」としました。 

ア 問い :自ら問いを見いだす(深い学び) 

イ 表現 :思いや考えを表現する(深い学び) 

ウ 見通し：解決の見通しをもち、粘り強く取り 

組む(主体的な学び) 

エ 振り返り：自己の学習活動を振り返って 

次につなげる(主体的な学び) 

オ 対話：対話を通して学 

びを広げ深める 

(対話的な学び) 

 

また、次のように授業づくりの視点を明確にし

ました。 

 

（１）ゴールから考える授業づくり 

（２）学びのステージを明確にした授業づくり 

（３）発問の意図を明確にした授業づくり 

（４）学び方が分かる授業づくり 

このように、算数科の目標に示された資質・能

力と学び方の両方をゴールとして定め、授業実践

を行ってきました。そして、子どもの姿を的確に

見取り、授業を計画、実践、改善することを大切

にし、研究を進めてきました。 
 

3 研究のこれから 

子どもは自ら問いを見いだし解決の見通しをも

って取り組む力を身に付けてきました。場や相手

に応じて説明の仕方を工夫することもできるよう

になってきました。何より、算数の授業で、主体

的に取り組む姿が見られるなど、算数に対する肯

定的な意識が育まれています。 

今後の課題の一つとして、つまずきをいかすこ

とが挙げられます。学級でつまずきを乗り越える

ことの価値を実感することで、子どもはよりよい

学び手として育つはずであると考えています。 
 

4 教師の主体的な学び  

子どもを軸とした研究推進と PDCA サイクルの

確立 

 子どもの実態に基づいた研究のゴールやその検

証方法が全体で共有されており、教師一人ひとり

が実践を自分ごととして取り組むことにつながっ

ています。また、計画-実践-改善のサイクルが確

立されており、どの場面においても、「子どもの姿

はどうだったか」という一貫した軸が存在するた

め、全員が同じ方向を向いて

研究を進めることができ、先

生方の主体的な研究の推進

につながっています。 

各教科等に関する研究 算数 桜台小学校 
よりよい学び手として育つ子ども 

～資質・能力ベイスで考える～ 

 

 

相模原の研究～本市教育における課題を踏まえた研究実践～●研究推進事業 

 

仮説：資質・能力ベイスで授業をつくること

により、子どもは資質・能力を身に付け、よ

りよい学び手として育っていく。 

 

 

図２ 子どもの姿で検証し、まとめた模造紙 

図１ 算数・数学の問題発見・解決の過程 
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１ 研究主題について 

橋本小学校では、令和３年度から体育科の研究

を進めてきました。これまでの３年間の研究をも

とに課題等を洗い出し、今年度からの研究をスタ

ートしました。 

今年度は①「子ども」を主語にした授業実践を

意識すること、②昨年度の研究テーマを基に、学

習指導要領に沿ったテーマに変更すること、③系

統性を意識するために、領域を統一することを大

切にし、「課題を見付け、その解決に向けて思考

し、動きが高まる子どもの育成〜主体的・対話的

で深い学びを通して、資質・能力を身に付ける授

業づくり〜」という研究テーマを設定しました。 

今まで積み重ねてきた研究を大切にしながら、

さらに学習指導要領の内容を意識して、体育科に

おける系統性や授業の改善を図ることにより、他

領域・他教科等へと学びを汎用できる子どもの育

成につながると考えられます。 

２ 研究内容 

橋本小学校では、次の視点を意識して、体育を

学ぶ子どもたちの育成を考えました。 

また、研究を進めていくうえで、次のような視

点を大切にしました。 

 

このように子どもの

姿を通して、系統性や

学びの連続性について

も意識しながら、授業

を計画し、実践し、改善

することを大切にし、研究を進めています。 

３ 研究のこれから 

授業づくりを考える際、２学年ごとの系統性（こ

れまでの学びとどうつながるのか）や単元等を通

して身に付けさせたい資質・能力、そして、学び

の連続性を意識することで、より子どもが自ら課

題発見・解決していく学びの過程が明確になり、

「主体的・対話的で深い学び」を生み出す授業に

なると考えられます。 

４ 教師の主体的な学び 

子どもたちの学びを深めるための理論研究と実

技研修 

 定期的に放課後の時間を活用して、校内研究推

進委員が中心となり、研究テーマに沿ったゲーム・

ボール運動領域の在り方、情報発信やカリキュラ

ム例等について協議を行いました。そして、理論

研究との一体化を図る実技研修を実施する中で、

その運動の特性を知り、指導・支援の手立てのポ

イントなどについて情

報交換をしました。その

ことが先生方の主体的

な研究の推進につなが

っています。 

各教科等に関する研究 体育 橋本小学校 
課題を見付け、その解決に向けて思考し、動きが高まる子どもの育成 

～主体的・対話的で深い学びを通して、資質・能力を身に付ける授業づくり～ 
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仮説：身に付けさせたいことを明確にし、「主

体的・対話的で深い学び」を生み出す授業づく

りを図れば、子どもの思考と動きが高まり、運

動への関心や意欲を高め、資質・能力を育むこ

とができるだろう。 

  

 

 
【視点①】子どもが自ら課題発見→課題設定

するための手立て 

【視点②】子どもが自ら課題設定→課題解決

していくための手立て 

「子どもの姿で語ろう」 

○教師の手立てで○○さんはどう変わった

か。→ その手立ては有効だったか。 

○子どもは主体的に学習に取り組んでいた

か。 → 子どもが発見・設定した課題と学習活

動はつながっていたか。 



Ⅰ 課題意識 

GIGA スクール構想の一環として、１人１台

端末によりデータ収集、共有、管理が容易なも

のとなりました。日々の教育活動に潜む事柄

をデータ化し、活用を図ることは、学校の課題

解決やよりよい教育活動につながると考えら

れます。しかし、「図」に示すように、各校で

の分析、活用方法においては活かしきれてい

ないという課題もあります。具体的には次の

ようなことが挙げられます。 

①情報がそもそもデータ化されていない。  

②テスト結果と通知表のみで評価の過程が分

かりづらい。 

③個人の理解度が即時に分からない。      

④学校や自治体間のデータの結び付きがない。 

⑤潜在的に支援が必要な家庭や児童生徒が特

定できていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

     図：教育データ利活用の現状 
 

Ⅱ 研究内容・方法 

課題を受けて、個人の学習状況や心情等に

ついてデータ化して紐づけることを通して、

児童生徒の学習支援や教師の授業改善、学校

運営等様々な教育活動に活かすことができる

であろう、という仮説を立てました。これをも

とに、 

○教育データを児童生徒が自ら活かす実践 

○教師が学校運営に活かす実践 

の２つの実践に分けて、事例を基に研究を行いま

した。 

Ⅲ 研究実践 

各研究員は所属校で、次のような研究実践

を行いました。 

〇教育データを児童生徒が自ら活かす実践  

 ・小学校  算数     第５学年 

 ・小学校  特別活動  第４学年 

 ・中学校  数学     第３学年 

〇教師が学校運営に活かす実践 

 ・小学校  小中一貫教育に関すること 

 ・中学校  学校運営に関すること 

 

これらの中から、小学校の第４学年特別活

動の実践を紹介します。 

 

１  目標設定と振り返り 

毎月の月末に学級会を開き、学級目標に対

しての達成度や課題について話し合いました。

その上で、更に個々の児童が個人目標を設定

することで、児童の意欲を高め、主体的に行

動できる児童の育成をめざしました。 

また、具体的な行動目標を設定することで、

意識だけでなく行動までの変容を期待しまし

た。目標設定は Google スプレッドシートで

作成した所定のフォーマットにて記載するこ

ととしました。「データ」に示すように、児童

一人に対してひとつの目標入力用スプレッド

シート、それと連動する教師管理用のスプレ

ッドシートを活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ：児童用スプレッドシート入力画面 
 
 

井上 有希（星が丘小学校）  片田 直樹（中央小学校）   田中 美晴（作の口小学校）  

奥原 佑典（相陽中学校）   加藤 光顕（由野台中学校）  鈴木 雅哉（教育センター）   

関井 隆志（教育センター）   木原 智裕（教育センター）   守屋 和俊（教育センター） 

阿部 高美（教育センター） 

相模原の研究～本市教育における課題を踏まえた研究実践～●教育研究員研究（令和５・６年度） 

 

22 



一ヶ月間における目標の設定と中間での目

標の達成具合の確認、月末での振り返りをひ

とつのサイクルとして実施して、児童が何事

に対しても目標設定と振り返りを意識できる

ようにしました。一週間の中でも週初めの目

標確認と週末での振り返りの場を設けること

で、児童が目標を常に意識し続けることがで

きるような週間スケジュールを設定しました。 

 

２ 本実践の成果 

本実践による成果について、特定の児童（児

童 A）に着目して記載します。 

児童 A は、自分からコミュニケーションを

取ることを苦手としているため、友だちに自

分から声をかけて様々な人と関わることを年

間の目標としていました。 

 ６月の目標では、「友だちじゃない子にし

ゃべりかけたりする！」という目標を掲げて

いました。月末の振り返りの達成度について、

10 段階中８を選択していたため、担任と対話

する場では、達成できた要因を一緒に確認し

ながら励ます言葉かけをしました。 

 ９月の目標では、「誰とでも仲良くする。低

学年でも高学年（でも）仲良くする。」という

目標を掲げていました。６月から目標の内容

がステップアップしていることが分かります。

しかし、月末の振り返りでは、達成度につい

て、10 段階中１を選択していました。振り返

りでは、「あんまり自分から声をかけること

ができなかったから、まず同じ学年の人に話

しかけてみてだれとでもというもくひょう

だからまたチャレンジしたい。」と記述して

いました。このことから、９月の目標設定が

高すぎたことを振り返り、「まずは同じ学年の

人から声をかけたい」と自分に合った目標を

設定することができていたことが分かります。 

 10 月は、目標を「誰とでも」とし、目標達

成のための手立てとして「まずは同じクラス

の人に話しかけてみる。例えば英語のじゅぎ

ょうのゲームであんまりはなしかけたこと

がない人とやってみる。」としていました。６

月に比べて、目標達成のためにどのような場

面で何をしたら良いのか、具体的に考えるこ

とができていることが分かります。月末の振

り返りでは、達成度を当初は 10 段階中３を

選択していました。担任との対話の中で改め

て振り返りを聞き、今までと比べて自分から

声をかけられるようになっていることを伝え

ると、目標達成度を３から７に変えていまし

た。担任との対話の中で、自分が思っていた

よりもできていたことに気付くことができた

と考えられます。振り返りの記述でも、「今ま

での自分と比べてできているとおもった。こ

んごは、もっとじぶんからはなしかけれるよ

うにしたい。」と前向きな記述が見られました。 

 

Ⅳ 成果と課題 

成果としては、児童生徒一人ひとりの学習

状況に応じて教師がフィードバックできたこ

とで、指導と学習の改善につなげることがで

きたことが挙げられます。また、学校運営や

小中一貫、学年経営において、データを活か

して課題を明確にしたことで、教育活動をよ

り円滑に進めることができたことも大きな成

果です。 

課題としては主に、データを収集する際に

はその方法や時期をよく吟味する必要がある

ということが挙げられます。児童生徒からデ

ータを収集する際に「教師がどんな話をして

いるか」、あるいは「あえて何も話さないか」、

そのことによって結果が異なる可能性があり

ます。継続的にデータを集めることでその変

容や傾向を推察することはできるものの、デ

ータはあくまでその瞬間の状況を表している、

ということを念頭に置く必要があります。  

 

Ⅴ 「新たな教師の学び」という視点で 

本研究の成果は、データを活用することに

より、子ども一人ひとりの学習状況や苦手な

どを把握することを通して、授業改善や個別

の支援を行うことができたことです。また、

学校運営において、教師の考えや思い、経験

や直感などから得た知識などをデータ化する

ことが、学校や学年などの円滑な運営のため

の方法を考案するために有効であることも分

かりました。これまではあまりデータ化され

てこなかったことを、数値や文章などにして

分析することで、教師としての資質・能力を

新たな手法で向上させることができます。  
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Ⅰ はじめに 

１ 相模原市のプログラミング教育の成果  

令和２年度より、相模原市立小中学校・義務教

育学校全校において、相模原プログラミングプラン

2020（以下、プログラミングプラン）を活用し、プ

ログラミングを活用した授業が行われています。 

ICT 支援員と協力し、授業準備や授業中の児童

生徒の支援を行うなど、より一層の充実が図られ

ています。また、GIGA スクール構想下、クラウドサ

ービスを活用した資料の共有や、新たなプログラミ

ングのコンテンツを活用した授業の実践も行われ

ています。 

その成果は、相模原市で実施している学校の情

報化推進計画の各校の評価（表１）や、情報活用

検定「Ｐプラス」の結果（表２）から明らかになって

います。 

令和  １・２年 ３・４年 ５・６年 

３年度 3.12 3.06 3.18 

４年度 3.30 3.28 3.43 

５年度 3.39 3.41 3.43 

（市内 71 校、４段階評価平均） 

表１ 学校の情報化推進計画の各校の評価 

 

小学校 
プログラミ

ング領域 

情報活用 

領域  

全国平均  ５年 52.4 58.0 

相模原市  ５年 53.3 58.2 

全国平均  ６年 60.5 64.8 

相模原市  ６年  63.2 65.9 

（希望校で実施  ５年 13 校・６年 12 校） 

表２ 令和５年度  情報活用検定「Ｐプラス」 

 

２ プログラミング教育の実施と課題  

その反面、プログラミングプランの授業内容を

実施するだけになっていることや、勤務時間内に

ICT 支援員との連携が難しいということなどが課

題となっています。また、令和５年度より小学校の

教科書が新しくなり、実態に応じたプログラミング

教育が求められるようになりました。 そこで、プロ

グラミング教育のさらなる充実をめざし、これまで

の成果と課題を整理しました。次に示すものは、教

育研究員による令和４年度までのプログラミング

教育の振り返りと、その他、アンケートから明らか

になった課題の一部です。 

令和４年度までの成果と課題 

【主な成果】 

・プログラミングプランの活用 

・LEGO 教材の活用   

・小中連携したプログラミング教育の推進 

・校内研修や教育センター研修の実施 

 

【主な課題】   

・ICT 支援員との連携 

・タイピング等、情報活用能力に課題があ

る児童生徒への支援 

・プログラミングに関する指導力（人材育

成の必要性） 

・各教科等におけるプログラミングを活用

した授業の学習評価 

・現行の教科書に沿った授業事例の作成と

共有  

・LEGO SPIKE の効果的な活用 

・中学校技術科から高等学校「情報Ⅰ」へ

の接続   

他にも、研究を進める中で、中学校の各教

科等におけるプログラミングの活用の少なさ

や、プログラミングに関する知識や経験が浅

い教員に対する支援については課題となって

います。 

 

Ⅱ めざす子どもの姿と主題設定の理由  

研究にあたり、本研究でめざす子どもの姿

を次のように定めました。 

プログラミングを活用し、主体的に身の回

りや社会の問題を解決する子ども 

そして、これまでの成果と課題を踏まえ、

研究テーマを次のようにしています。 

プログラミングを活用した授業の充実に関

する研究～４年間の成果と課題から見えた

授業づくり～ 

生田 由季（共和小学校）   飯塚 洋平（鶴の台小学校）   塚田 裕一（二本松小学校） 
菊池 貴大（上溝中学校）   須藤 雄紀（教育センター）    村井 啓人（教育センター)  

林 由美子（教育センター）  
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Ⅲ 実践内容 

成果と課題を整理し、より一層のプログラミン

グの授業の充実が図られるよう、研究・実践を行

いました。本紙においては、その一部として３つの

事例を紹介します。 

 

１ プログラミングの指導力向上に関する研修   

研究校における、アンケートから明らかになった

課題に対して、校内ミニ研修や教育センターによ

る研修を実施しました。 

 

【校内ミニ研修の実施】 

プログラミングの授業を得意とする先生や、 先

進的に取り組んでいる先生、ICT 支援員などが講

師になり、先生方の必要に応じた研修を行いまし

た。各ミニ研修においては、20 分程度で教材の使

い方やプログラミングの授業づくり等のスキル向上

に努めています。研修においては、先生方の事前の

アンケートより希望が多かった LEGO SPIKE の研

修を行い、全員参加ではなく、希望参加の研修を

短時間で定期的に行うことで、研修後、すぐに活

用できるスキルを高めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

校内ミニ研修の様子（LEGO SPIKE 研修） 

 

【教育センター主催のプログラミング研修】 

教育センターでは、例年、Scratch や LEGO 

SPIKE を活用したプログラミングの授業づくりに

関する研修を実施しています。令和６年度は、ICT

支援員による操作研修や研究員の授業紹介、各

教科等における授業づくりを内容とする研修講座

を９つ実施しました。 

 

 

 

 

 

 

教育センター主催のプログラミング研修の様子 

 

２  AI リテラシーを育てるプログラミング教育  

はじめに、本研究における AI リテラシーとは、

「デジタル社会における AI 等を活用する人材の

基礎的な素養」として、義務教育段階におけるAI

等に関する基礎的な仕組みに関わるものとしてい

ます。具体的には、身の回りや社会において、AI

が活用されていることに気が付けるようになること

が考えられます。本紙では、プログラミング教育に

おける、発達段階に応じた AI リテラシーについて

検討した授業の一事例をご紹介します。 

 

【小学校３年生の機械学習モデルを活用したプ

ログラミングの実践】 

本授業は小学校３年生の社会科見学で、商品

の自動陳列の仕組みを見学した後、その一部を

モデル制作体験したものです。機械学習モデルの

制作には、Teachable Machine を使用し、

Scratch（拡張）に取り込んで再現しました。研

究当初は、発達段階を考慮し機械学習に関する

体験は難しいと思われましたが、生活の中では日

常的に利用され、コンピュータ（ロボット）が多くの

ことを記憶することは当たり前となっているため、

ネットワークを利用してデータを活用することも感

覚的、体験的に行うことができたと考えています。 

 

 

 

 

 

 

小学校３年生  機械学習モデルを活用した授業 

 

Ⅳ おわりに 

今後、生成 AI やプログラミングを含む ICT を

高度に活用する人材が増えていきます。その反面、

それらを活用する知識や技能に課題を感じている

教員が一定数います。このような課題に対しては、

GIGA スクール構想の取組の中で、各自治体や

学校内において、基礎的な知識や技能を身に付

けられる研修や環境整備が求められています。プ

ログラミングを含む情報活用能力の育成におい

て、新たな授業事例の作成と共有、生成 AI の活

用等について、引き続き、研究・実践を進めていき

ます。 
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“リーディング DX スクール事業”とは、「GIGA 端末

の標準仕様に含まれている汎用的なソフトウェアとク

ラウド環境を十全に活用し、児童生徒の情報活用能力

の育成を図りつつ、個別最適な学びと協働的な学びの

一体的な充実や校務ＤＸを行い、全国に好事例を展開

するための事業」です。（文部科学省ホームページより

https://leadingdxschool.mext.go.jp/）  

ここでは、リーディング DX スクール推進校として

指定を受けている中野中学校区（中野中学校、中野小

学校、津久井中央小学校）と生成 AI パイロット校とし

て指定を受けている中野中学校の取組を紹介します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 中野中学校区では、令和５年度より文部科

学省「GIGA スクールにおける学びの充実事

業」において、「リーディング DX スクール事

業（１人１台端末とクラウド環境を活用した

効果的な教育実践の創出・モデル化）」の指定

を受け、校内研究である「学びのスタンダー

ド」を軸として、３校で連携を図りながら、

研究を進めてきました。  

昨年度は、子どもたちが学習において ICT

や生成 AI をどのように活用することができ

るのか、職員の校務をいかに効率的に進める

ことができるのか等「とにかく使ってみる」

をキーワードに ICT の可能性を試行錯誤す

る 1 年でした。  

今年度は、主体的・対話的で深い学びの実

現をめざし、ICT を何のために活用するのか

という必要性、児童生徒の理解を支えるため

に適切なツールが活用されているかという効

果について深めてきました。  

8 月に行った小中一貫の日では、生成 AI の

活用について研修を行いました。生成 AI に

単元や題材の課題を提示し、課題解決に向け

て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て仮想の児童生徒が対話するプロンプトを入

力することで、課題の出し方によって対話が

弾んだり目標に迫ったりする一方、課題が明

確ではない場合、一問一答になるなど、授業

をシミュレーションできる体験をしました。 

13 歳以上という使用制限から小学校での

活用が広がりにくい生成ＡＩですが、「児童生

徒が活用する」という視点だけではなく、「職

員が授業を想定するための活用」ができ、小

学校の職員からは「新しい教材研究の方法を

知ることができた。」「子どもの言葉を想定し

た内容が実際に提示され、次の授業に対する

改善点なども示されるのでより考えが深ま

る。」などの声があり、生成ＡＩの活用に対す

る可能性が広がりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生成 AI を使って授業構想をしている様子】 

文部科学省委託事業 
～リーディング DX スクール事業 2 年目～ 

○中野中学校区における“リーディング

DX スクール事業”の取組 

 

文部科学省  

ホームページ  

リーディング DX スクール  (mext.go.jp)  
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生成 AI パイロット校として、今年度は、目

的に応じて適切なツールを活用できるように、

次の表の【６つカテゴリー】（表１）に分けて

活用効果を高められるようにしました。また、

「使用する ICT 教材」「活用場面」「想定して

いるカテゴリー」「授業の流れ」等を明記した

【OC（Open Class）お知らせ票】（図１）を

活用することで、どの教科おいても同じ視点

で授業を参観できるようにし、成果や課題も

共有しやすいようにしました。  

 

 

 

 

 

 

 

表１【６つのカテゴリー】 

 

図１【OC お知らせ票】  

生徒からは「以前は生成 AI に答えを求め

ていたが、アイデアを広げる手段として利用

するようになった。」とあり、教師が目的を明

確にしたことにより、生徒からも目的を意識

した発言が多く見られるようになりました。 

生成 AI を活用していく上で大切なのは、

教師が「どうしてそのような考えに至ったの

か。」「改善点に対してどのように考えるのか。」

など生徒に問いかけたり、現状を見取り言葉

をかけたりしながらコーディネートしていく

ことであり、それらが、子どもにとって主体

的・対話的で深い学びにつながっていくと考

えています。   

 

 

 

小学校では学びの支えとなる ICT の活用

について研究を深めてきました。  

振り返りはスプレッドシートを活用し、自

分のタイミングで既習事項に対してどのよう

な考えをもったのか確認ができるようにしま

した。また、友だちの考えを閲覧することが

でき、学びにいかすことができました。タイ

ピングが難しい低学年においては、プルダウ

ンで選択できるようにする（図２右）ことで

自分の思いを伝えることができます。発達の

段階において活用できるツールやスキルは変

わりますが、工夫一つで低学年の児童でも活

用が可能となります。  

 FigJam やオクリンクなどの活用では、課

題に対する考えと関係する画像を関連付けな

がらまとめたり、目標に向けて自身を録画し

たものを時系列に並べて改善点を分かりやす

くしたりと、学んだことを自分で整理できる

ようにしました（図２左）。低学年においては、

視覚的に学習内容が理解できるように教師が

整理をしたことで学習の支えとなりました。 

 

 

 

 

 

 
 

図２【視覚的、直感的な操作で理解が深まる】 

 

＜中野中学校区のリーディング DX スクール

事業のこれから＞  

ICT や生成 AI を活用していく上で重要なこ

とは、活用が目的とならないようにすることで

す。主体的・対話的で深い学びの実現をめざ

し、ICT を何のために活用するのか教師が考

え、学び続けることが求められているのでは

ないでしょうか。今後も校務と授業づくりで

の効果的な活用について発信していきます。 

中学校での実践【中野中学校】  

 

小学校での実践  

【中野小学校・津久井中央小学校】 
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教師が学んでいくためには、協働的に取り組むことが大切です。学校の実態やこれから学

んでいきたいことを、自分たちで捉え、教師が主体となって組織的に学びの場を創り出すこ

とにより、協働的に学ぶ機会が生まれ、教師一人ひとりの学びは、より深いものになってい

くと考えられます。 

 

そこで、ここからのページでは「私たちの学校自慢～こんな取組しています～」と題し、

教師が主体となり協働的に学んでいる取組や、そのための環境づくりの実践について紹介

します。先生方の主体的な取組を通して、「協働的な学びの場の創出」について考えるきっ

かけとしていただければ幸いです。 

 

 

支援教育 
鶴の台小学校 

子どもが主体的に取り組む魅力的な自立活動 

鶴の台小学校では、特別支援学級の子どもたちが主体的に自立活動に取り組めるよう、

教師の共通認識のもと、さまざまな工夫をしています。その具体的な実践を紹介します。 

 

ICT 活用 
富士見小学校  

Canva る！？富士見 授業が！先生が！学校が！変わる！？ 

 富士見小学校では、ICT ツールを活用し、授業改善、校務改善を進めています。その中

のツールの一つであるオンラインデザインツール「Canva」の活用について紹介します。 

 

協働的な組織 
小山中学校 

職員をつなぐ「メンター・メンティー制度」 

小山中学校では、教師の協働的な学びを支える体制づくりに「メンタリング」の考え

方を取り入れています。チームで取り組むことの魅力を紹介します。 

 

学校名・具体的な取組 

学校紹介コーナー 

「私たちの学校自慢～こんな取組しています～」 

編 集 の 趣 旨 

2８ 



子どもが主体的に取り組む魅力的な自立活動

時間割の
固定

目標の
整理！

ワークシートの
活用！

　年度当初に一人ひとりの自立活動の
目標を一覧として書き出し、整理しま
した。それをもとに、個々の実態に合
う自立活動を考え、年間計画を立てま
した。「すごろく」「ペットボトルリレ
ー」「陣取りゲーム」などの活動を通
して、個々の目標を意識して指導・支
援することができています。

　自立活動シートを作成し、子ども
自身が自立活動の目標を意識できる
ようにしています。自立活動の内容
６区分27項目をわかりやすい言葉で
示し、選択できるようにしました。
また、振り返りの時間を設定するこ
とで、自分や友だちの成長や頑張り
に気付く機会になっています。

　小学校学習指導要領又は中学校学習指導要領には、特別支援学級・通級指導教室において特別の教育課程を編成す
る場合に「障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るため、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領
第７章に示す自立活動を取り入れること。」と示されています。
　鶴の台小学校では、教育活動全体の中で個々の実態に応じた自立活動を行っています。その一部として、学級全体
でも自立活動を行いました。学習指導要領に示された自立活動の内容項目である「２心理的な安定」「３人間関係の形
成」「４環境の把握」「６コミュニケーション」を主なねらいとして行った２つの実践を紹介します。

自立活動の時間を通して教師も変化

実践②ペットボトルリレー
【活動内容】
　ペットボトルに縄跳びを結び、チームで協力して運
びます。すぐにペットボトルが落ちてしまうので、作
戦を考えたり練習したりして、チームのレベルアップ
をめざします。
【ポイント】
・活動の難易度と達成感のバランス
・自分や学級の成長を実感できる工夫
・他のチームを見合ったり、チームで作戦を考えたり　
　できるよう、子ども同士をつなげる教師の支援
【授業について】
　なかなか運べないからこそ、気持ちをコントロール
したり、話し合ったりする場面が生まれ、個々の指導
内容にせまる活動になりました。

　毎週月曜日の３校時は自立活動の
時間として位置付けています。交流
学級の先生と連携して、その時間に
は交流及び共同学習の時間を設定し
ないようにしました。そのことによ
り継続した活動を行うことができ、
子どもたちも自立活動の時間を楽し
みにするようになりました。

実践①すごろく

鶴鶴のの台台
ひばり級ひばり級

　鶴の台小学校ひばり級では「今日の自立活動はすごろくだよね！」「自立活動の時間、やったー！！」という言葉が聞こ
えてきます。毎週、自立活動の時間を楽しみにしている子どもたち。子どもが主体的に活動するのには理由があります。

　自立活動について担任間でよく話をしてきました。学級全体で行う自立活動では、
楽しい活動だけで終わらないように、活動のねらいや個々の目標について確認をする
ことが大切です。子どもの行動を価値付けて伝えるということを共通で意識している
ので、教師は逃さないように子どもの様子を見ています。そのことにより、子どもへ
の理解が深まっていると感じています。また、自立活動の時間を通して子ども同士の
関わりも増え、普段の学級の雰囲気もとても良くなりました。そんな子どもの変化を
見て、今では、教師も自立活動の時間を楽しみにしています。

【活動内容】
　サイコロを振り、「おはようと挨拶をしよう」「ドッジ
ボールという言葉を手で打ってみよう」等、自立活動や
各教科等の目標に関連するミッションが書かれた紙を進
んでいきます。
【ポイント】
・指導場面の設定と教師の意図的指導・支援
・子どもも教師もわかりやすい活動とめあての提示
・望ましい行動の具体的な価値付け
【授業について】
　温かい雰囲気で楽しい活動の中にも、乗り越えてほし
い課題を個々に設定して指導しています。挨拶の声の大
きさについてみんなで考え実践する場面や、応援しても
らった子が他の子が困っている時には率先して助ける姿
があり、子どもの変容が見られました。



授業が！先生が！学校が！変わる！？

「プレゼンテーションでは、リアルタイムで効果音
を出しながら授業展開できるので、子どもたちが資
料に注目しやすくなった。かゆいところに手が届
く。伝えたいことを豊富な画像や動画を用いてより
分かりやすい資料が作れるようになった。」

　私たちの働き方改革にも大きく貢献しています。今まで時間の
かかっていたワークシートなどの教材作成などは、大幅に効率化
され、質も高くなりました。生まれた時間を教材研究や個別指導
などに充てられ、子どもたちのための時間を作ることができまし
た。（写真④）
　また、遠足等のしおり作成では、簡単にテンプレートや素材を
共有したり、共同で作成したりできることで、確認・校正・打ち
合わせなどが同時に行えることは時間短縮になっています。（写
真⑤）
　なによりも一番の成果と考えられることは、私たちの意識変化
です。ICT活用に抵抗があった先生も、Canvaを活用するうちに
自信につながり、新しい教育方法への挑戦意欲も高まりました。

学校が変わる！

Canvaを使えますか？

年齢層は？

職員からの言葉

「授業で担任が作ったテンプレートの共有ができ
る。説明文を書くとき、縦書きができ、自由に写真
も入れられて便利。共有・作業が楽になった。」

「学習のまとめで動画を作る→後日、全員で振り返
るなど、手軽にできるようになりました。また、デ
ータをコピーして使えるので、学年で同じ型？を使
うこともできるので助かっています！ 授業で簡単に
かつオリジナルのポスターやスライドができる！」

幅広い世代で

　「新しいアプリだから使いにくいのかな？」と
心配される方もいるかもしれません。しかし、富
士見小学校では、パソコン操作に慣れていないベ
テランの先生も、経験の浅い先生もCanvaを積極
的に活用しています。めざせ、全員活用！

富富士士見見
Canvaる！？Canvaる！？

授業が変わる！ 先生が変わる！

はい　　２９人
いいえ　　３人

回答数　３２人

　国語科の授業で、「本のポップや帯を作ろう」のPOP作りに活用しています。
豊富なテンプレートや素材を組み合わせることで、自分のイメージした物語の
世界観をPOPに表現しました（写真①）。また、作成したPOPを共有しながら、
お互いに意見交換を行うことで、学びを深めています。
　社会科では、「くらしと水」の新聞作りにおいて活用しました。読みやすい新
聞とはどのようなものか考えた上で、テンプレートや素材を活用します。共同
編集機能を活用することで、グループで相談しながら見出しやレイアウトを工
夫し、子どもたちがより達成感を得られる新聞を発行することができました
（写真②）。
　体育科の「跳び箱」でも、Canvaを活用しました。自分の動きの動画をホワ
イトボード機能に取り込み、見本の動画と比較することで、動きを改善するこ
とに役立てました。さらに、そこに振り返りを書けるようにすることで、動画
入りのワークシートとしても活用できました（写真③）。

　写真① 　写真② 　写真③ 　写真④ 　写真⑤

　学校だよりやホームページ、研究発表資料など、あらゆるものがCanvaで作成され
るようになりました。校長先生作成の学校だよりは、その見栄えの良さと分かりやす
さが自慢です。（写真⑥）
　また、教職員向けのプチICT研修を実施し（写真⑦）、Canvaの使い方だけでなく、
他のICTツールとの連携についても学ぶ機会を設けています。これにより、特定の担
当者だけでなく、すべての教職員がICTを効果的に活用できる環境づくりをめざして
います。 　写真⑦　写真⑥

私たちの自慢‼
みんなで積極的に新しい
ことに挑戦しています

この記事を読んで、「Canvaやってみようかな」と
思ってくださった方に、研修の資料を共有します‼
ぜひ、活用してみてください。

※本記事はすべてCanvaで作成しました。

　GIGAスクール構想が始まり早５年が経ち、この５年で教育現場でのICT活用が急速に進み
ました。児童の端末更新を境に、GIGAスクール構想第二段階を示す「NEXT GIGA」という
言葉をよく耳にするようになりました。そんな中、ICTツールを活用し、授業改善、校務改善
を進めている富士見小学校の活用事例を紹介します。
　様々なICTツールがある中でも、富士見小学校の授業改善・校務改善に大きく役立ったの
が、オンラインデザインツール「Canva」です。「Canva」をどのように活用していったのか
授業・先生・学校という視点で、先生方の声やアンケートを交えながら紐解いていきます。



　この取組のおかげで、普段なかなか話すことができない他学年や他教科、幅広い経験年数の先
生方の考えや実践例などを聞くことができるようになりました。その中で、新しいアイデアや今
後の学校や授業のあり方についても意見を交わすことができ、自分自身の考えが深まっているよ
うに感じます。メンターとしてメンティーの先生をグループで支えるだけでなく、メンティーの
先生のフレッシュな考えに驚かされることも多々あります。それらがお互いの良い刺激となり、
お互いに成長し合える、良い職場環境を生み出すのではないかと考えています。

小山中学校のこれが自慢！！
　職員をつなぐ
「メンター・メンティー制度」

　私は本校に初任者として赴任してきました。赴任してすぐはメンティーとして、多くの先生方に
アドバイスをいただき学ばせていただきました。その中でも学級担任として初めての進路指導を行
う際には、進捗状況を確認してくれる先生、過去のデータを見せてくれる先生など学年の先生だけ
でなく、メンター・メンティーチームの先生方が私を支えてくれました。私も気兼ねなく分からな
いこと・心配なことは聞くことができ、安心感につながりました。
　赴任５年目の今年度からはメンターとしてこの制度に携わらせていただいています。悩みや課題
の相談を受ける中で、自分自身の経験を活かすことができます。メンティーからの相談や質問で新
たな気付きや刺激をもらうことで、自身のキャリア形成を考えるきっかけにもつながると思いま
す。この制度はメンティーのためではなく、両者が共に成長できるものと私は捉えています。

メンタリングとは？
「知識や経験の豊かな人々（＝メンター）が現時
点でまだ、未熟な人々（＝メンティー）に対し
て、キャリアや心理・社会的な側面から継続して
行う、キャリア成功を目的とした一定期間の支援
行動を意味する」本田勝嗣（2000）『メンタリン
グの技術』オーエス出版社

小山中のメンター・メンティー制度
　経験10年前後の職員（メンター：チームリーダ
ー）各１名ずつを中心に、経験年数の少ない職員
（メンティー）各１名ずつと、その他の教職員を教
科や当該学年、分掌、経験年数等が分散するように
チーム(メンターチーム)を組み、そのチーム全体で
教育課題の解決に向けて取り組んでいます。

この制度のここが魅力！！
　メンターチームで様々な研修を行っていく中で教
科指導・生徒指導・生徒支援だけではなく、日々の
様々な悩みなども職員間で気軽に相談し合える雰囲
気ができつつあると感じています。また、各学年７
クラス程度という学校規模で、教科や当該学年、分
掌等が異なるとなかなか関わることのない職員と
も、このメンターチームを通して関わることができ
ることも魅力の一つです。

自分たちで作る！（今年度の取組）
　令和６年度より、１・２学期の三者面談の充実に
重きを置くことで、生徒の自己肯定感 UP につな
げ、通知表の所見は３学期のみとしました。

三者面談
　職員にアンケートを実施し、年度初めにメンター
チームで研修を行うことで、小山中としての面談の
内容を確立することができました。経験年数の異な
る職員同士で話をすることで、さまざまな視点で三
者面談の充実に向けて考えることができました。

通知表
　３学期のみとなることが今年度初めての試みとい
うこともあり、「３学期のみの所見は今までの各学
期での所見とは形式が異なってくるのではない
か？」などといった不安の声があがりました。

　　　　　　そこで…

　11月上旬に急遽、所見に関する研修をメンター
チームで行いました。経験年数問わずさまざまな立
場から所見に関する不安や悩みを相談し合うこと
で、今年度の所見に向けた職員全体の方向性を整
え、３学期のみの所見を書いたことがない職員も
具体的なイメージをもつことができました。

職員の言葉

自分たちで研修

教師としての
成長

対話による
学び



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

号数 特集の内容 発行年月日 

169号 教師の学びを self-change!! 令和７年３月 

168号 「学び続ける教師」とは？ 令和6年３月 

167号 子どもたちの可能性を引き出す学び～個別最適な学び✕協働的な学び～ 令和5年３月 

166号 教職の魅力×教育の力 令和4年３月 

165号 ９年間の学びのつながり 令和２年12月 

164号 新学習指導要領の実施に向けて   令和元年12月 

163号 始まるよ プログラミング教育 平成30年12月 

162号 一人ひとりが大切にされる教育～子どもを取り巻く状況から考える～ 平成29年12月 

161号 アクティブ・ラーニングを探る～資質・能力をはぐくむ授業づくり～ 平成28年12月 

160号 
教室の ICT化で「学び」はどう変わるか 

～ICTの利活用で変わる学びと変わらない学びを探る～ 
平成28年３月 

 

【バックナンバー格納場所】 

相模原市教育センターホームページ＞さがみはらの研究＞さがみはら教育＞バックナンバー 

https://kyouikucenter.sagamihara.andteacher.jp/modules/hp_jpage6/index.php?page_parent=270 
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さがみはら教育169号 特集「教師の学びを self-change!!」はいかがでしたか。「self」に

は「自己」、「自分」、「自身」といった意味があります。 

 

これからの時代は、VUCA（Volatility：変動性、Uncertainty：不確実性、Complexity：

複雑性、Ambiguity：曖昧性）の時代と呼ばれ、予測困難な時代といわれています。そんな時

代において、自分らしく未来を切り拓く子どもたちを育成していくことが求められています。 

子どもの学びについては、中央教育審議会より令和３年１月26日に示された「「令和の日

本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、

協働的な学びの実現～（答申）」において、これまでの「個に応じた指導」が子ども視点で

「個別最適な学び」として整理され、子どもが学習の主語であることが示されました。また、

「個別最適な学び」が「孤立した学び」とならないように「協働的な学び」を充実し、主体

的・対話的で深い学びを実現していくことが重要であることも述べられています。 

これは、教師の学びにおいても同様です。新しいものを蓄積するだけでなく、自身の学びを

振り返り、自分の立ち位置を確認する、同僚とともに学び、他者の考え方に刺激を受けるとい

った過程を通して、各自がもつ教育観や学習観、学校観といった自己の「在り方」を発見した

り、問い直したりすることで、豊かな「気付き」が生まれ、教師としての力量の深化や広がり、

自己の変容などといった「うねり」のある過程を充実させることが大切です。 

このように、教師が自ら「学び」をつかみ取って、専門性を高めていくことが、これからの時

代において自分らしく未来を切り拓く子どもたちの育成につながっていくのではないでしょう

か。 

 

本誌が、先生方がそれぞれのめざす姿に向かって、「学びを self-change!!」する一助になれ

ば幸いです。 

 

最後に、本号の編集に際し、原稿執筆及び写真提供等にご協力いただいた皆様に心から感謝

申し上げます。 

ホームページアドレス     https://kyouikucenter.sagamihara.andteacher.jp/ 

 

※本冊子の無断引用・転載・複写を禁じます。 
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